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☆たばしね学園☆
～子どもたちの人気者～

たばしね学園の人気者、職員お手製の“トトロ”です。
大きな体とふわふわな手触りは子どもたちのお気に入り。
長い間子どもたちに愛され続けてきた“トトロ”をリニューアルしました。
記念に“トトロ”を囲んでみんなで写真撮影。
自然に笑顔がこぼれてきます。

岩手県社会福祉事業団 機関誌

M I N N A  N O  H I R O B A

※上のイラストは、題字と同じ内容を
　指文字と手話で表したものです。
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平成25年7月1日

発行
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　「
花
を
支
え
る
枝
　
枝
を
支
え
る
幹
　
幹

を
支
え
る
根
　
根
は
み
え
ね
ん
だ
な
あ
」（
相

田
み
つ
を
）。私
の
好
き
な
詩
で
す
。見
え
な
い

努
力
の
大
切
さ
。事
業
団
で
す
と
、お
客
様
の

幸
福（
実
）、お
客
様
本
位
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

（
花
）、創
意
工
夫（
枝
）、社
会
環
境
の
変
化
や

地
域
ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る
事
業
展
開（
幹
）、経

営
と
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材（
根
）と
組
織
風

土（
土
壌
）で
し
ょ
う
か
。美
し
い
花
を
望
む
な

ら
、見
え
な
い
根
を
太
く
、土
壌
を
豊
か
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
事
業
団
で
は
、本
年
度
、事
務
局
に
新
た

に
人
材
育
成
室
を
設
置
し
ま
し
た
。経
営
基
本

方
針
第
3「
計
画
的
に
人
材
を
育
成
し
、学
習

す
る
組
織
を
目
指
す
」の
具
体
化
を
図
り
、根

を
太
く
、土
壌
を
豊
か
に
す
る
た
め
で
す
。全

職
員
が
、継
続
的
に
マ
イ
ン
ド
と
ス
キ
ル
の
成
長

を
図
る
こ
と
が
で
き
る「
教
育
研
修
制
度
」の

充
実
を
図
り
、個
別
の
人
材
育
成
計
画
に
基
づ

い
て
、業
務
経
験
や
職
制
、ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研

修
を
実
施
し
、職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
開
発

や
専
門
性
の
向
上
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま
た
、自
己
研
鑽
や
業
務
進
行
の「
自
己
管

理
」を
促
し
、職
員
の
主
体
的
な
能
力
開
発
を

支
援
す
る「
目
標
管
理
制
度
」に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
取
組
み
等
を
通
じ
て
、事

業
団
を「
学
習
す
る
組
織
」へ
と
変
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
学
習
す
る
組
織
」は
、組

織
メ
ン
バ
ー
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が
ら
、行

動
と
学
習
を
自
発
的
に
繰
り
返
す
こ
と
で
、組

織
全
体
の
能
力
が
高
ま
っ
て
い
く
組
織
で
す
。

従
来
の「
管
理
す
る
組
織
」に
対
置
さ
れ
る
問

題
発
見・課
題
解
決
型
の
チ
ー
ム
組
織
で
す
。

　
当
事
業
団
に
は
、職
員
に
よ
る
経
営
改
善
検

討
委
員
会
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、県
内

3
エ
リ
ア
毎
に
、各
施
設
が
現
場
で
連
携
し
、地

域
課
題
等
の
解
決
に
あ
た
る
エ
リ
ア
制
も
始
め

ま
し
た
。職
員
提
案
は
、昨
年
度
5
0
0
件
を

超
え
多
く
の
改
善
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。全
提

案
は
、理
事
長
ま
で
上
が
って
き
ま
す
。業
務
改

善
制
度
と
共
に
重
視
し
て
い
ま
す
。職
員
研
修

と
併
せ
て
、こ
の
よ
う
な
情
報
と
衆
知
を
集
め

る
多
様
な
活
動
を
通
じ
、ビ
ジ
ョン
の
実
現
を
図

り
な
が
ら
、環
境
の
変
化
に
強
い「
学
習
す
る
組

織
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理事長
藤　原　健　一

岩手県社会福祉事業団　経営理念・経営基本方針
「経営理念」

岩手県社会福祉事業団は、ご利用のお客様の人間の尊厳の保持を旨として、お客様の立場に立った質
の高いサービスを提供するとともに、地域福祉を推進し、全ての人が相互に人格と個性を尊重し、支え
合いながら、その人らしく共に生きる豊かな社会の実現に貢献します。

「経営基本方針」（行動指針）
私たちは、
１　常に、お客様の立場に立って考え、人権の擁護とお客様本位の質の高いサービスの提供に努める
とともに、創意工夫し、社会環境の変化や地域ニーズに即応する新たな事業の展開に挑戦します。

２　幅広い関係者との連携・協働により、地域福祉を推進します。
　　幅広い関係者と連携・協働し、福祉サービスを必要とする人が、地域社会を構成する一員として
日常生活を営み、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会が与えられるよう、
地域福祉の推進に努めます。

３　計画的に人材を育成し、学習する組織を目指します。
•計画的な人材の育成に努め、法人経営と質の高いサービスの提供を担う「優しい心、高い専門
性、強い責任感と自省心を持ち、向上発展する人材」の育成に努めます。
•常に学習する態勢をとり、情報と衆知を集め、良い仕事をする「学習する組織」を目指します。

４　信頼される組織運営と経営基盤の安定・強化に向けた改革・改善を進めます。

「
枝
・
幹
・
根
」

理
事
長

　巻
頭
ご
あ
い
さ
つ

│
人
材
育
成
と

　

  

「
学
習
す
る
組
織
」を
目
指
し
て
│

理
事
長

　巻
頭
ご
あ
い
さ
つ

│
人
材
育
成
と

　

  

「
学
習
す
る
組
織
」を
目
指
し
て
│

「
枝
・
幹
・
根
」

「
枝
・
幹
・
根
」
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手
話
通
訳
の
現
場
で
は
、「
手
話
通
訳
者
」や

「
手
話
通
訳
士
」が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
都
道
府
県
の
養
成
講
座
を
修
了
し
、
手

話
通
訳
者
全
国
統
一
試
験
に
合
格
す
る
と
、「
手

話
通
訳
者
」と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。県
内
で
は
、約
63
人
の
手
話
通
訳
者
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。一
方「
手
話
通
訳
士
」は
、厚
生

労
働
省
が
認
定
す
る
手
話
通
訳
技
能
認
定
試
験

に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
、よ
り
正
確
さ
と
ス

ピ
ー
ド
、
専
門
的
な
知
識
を
求
め
ら
れ
、
裁
判
、

政
見
放
送
、大
学
の
講
義
等
の
場
面
で
通
訳
を
行

い
ま
す
。手
話
通
訳
士
は
全
国
で
約
3
千
人
、岩

手
県
で
は
わ
ず
か
17
人
し
か
い
ま
せ
ん
。

　
当
セ
ン
タ
ー

に
は
、
3
人
の

手
話
通
訳
士

が
お
り
ま
す
。

日
常
の
来
館
者

へ
の
対
応
の
ほ

か
、手
話
通
訳

者
等
養
成
講

習
の
事
業
運
営

事
務
、手
話
体

験
ス
ク
ー
ル
の
講
師
、手
話
通
訳
者
派
遣
の
調
整

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。派
遣
調
整
で
は
、そ
の
大

会
や
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
な
ど
を
確
認
し
、ど
の
程

度
の
経
験
が
あ
る
通
訳
者
が
ふ
さ
わ
し
い
か
、ま

た
、聴
覚
障
が
い
の
方
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る

よ
う
、ど
こ
に
配
慮
す
る
べ
き
か
、常
に
考
え
て
調

整
し
て
い
ま
す
。う
ま
く
派
遣
の
調
整
が
つ
か
な
い

場
合
に
は
、私
た
ち
が
出
向
い
て
、手
話
通
訳
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、聴
覚
障
が
い
の
方
に
、必
要
な
情
報

が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
し
て
、

手
話
通
訳
士
と
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

情
報
支
援
員
（
手
話
通
訳
士
）

　赤
坂

　佳
子

　
い
わ
て
子
ど
も
の
森
は
、2
0
0
3
年
5
月
5

日
に
開
館
し
た
大
型
児
童
館
で
、今
年
で
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。児
童
館
は
、子
ど
も
に
健
全
な

遊
び
を
提
供
し
て
健
康
の
増
進
及
び
情
操
を
豊

か
に
す
る
、児
童
の
健
全
育
成
に
関
す
る
総
合
的

な
機
能
を
有
す
る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。こ
の
児

童
館
で
、子
ど
も
の
遊
び
を
支
援
す
る
専
門
職
員

を
児
童
厚
生
員
、当
館
で
は
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
は
、遊
び
の
ネ
タ
を
提
供
す
る

だ
け
の〝
遊
ば
せ
屋
〞で
は
あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も

が
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
自
ら
進
ん
で
行
う
活
動

で
あ
る『
遊
び
』を
支
援
す
る
た
め
、子
ど
も
の
発

達
の
知
識
や
活
動
展
開
の
手
法（
技
術
）を
活
用

し
て
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ（
遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
企

画
し
、子
ど
も
の
言
葉
や
表
情
を
く
み
取
り
な
が

ら
、遊
び
の
空
間
を
共
創
し
ま
す
。

　
ま
た
、
遊

び
場
の
企
画

運
営
も
行
い

ま
す
。
当
館

の
多
様
な
遊

び
の
中
で
人

気
の〝
よ
う

か
い
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
〞で

は
、
知
ら
な

い
子
同
士
が
ス
タ
ン
プ
の
在
り
処
を
教
え
合
っ
た

り
、一
緒
に
探
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

遊
び
を
単
な
る〝
設
備
〞と
し
て
で
は
な
く
、自
然

に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
環
境
を
意
図

的
に
設
定
し
、ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
の
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
ヒ
ン
ト
を
考
え
る
こ
と
も
私
た
ち
の
仕

事
で
す
。

　〝
や
ら
せ
る
〞で
も〝
や
っ
て
あ
げ
る
〞で
も
な
く
、

子
ど
も
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
同
じ
速
さ
で
歩

き
、寄
り
添
い
な
が
ら
一
緒
に『
遊
び
』を
創
る
プ

レ
ー
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

チ
ー
フ
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー

　長
﨑

　由
紀

理
　
　
事
　
　
長
　
藤

　原

　健

　一

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
　
小

　林

　繁

　春

理
　
　
　
　
　
事
　
石

　田

　
　
　豊

　
　
　
〃 

菊

　池

　敏

　夫

　
　
　
〃 

喜

　多

　正

　敏

　
　
　
〃 

千

　田

　光

　久

　
　
　
〃 

中

　野

　信

　男

　
　
　
〃 

根

　子

　忠

　美（
新
）

　
　
　
〃 

細

　田

　重

　憲

　
　
　
〃 

米

　田

　ハ
ツ
エ

監
　
　
　
　
　
事 

青

　山

　良
一
郎

　
　
　
〃 

千

　葉

　清

　夫

浅

　沼

　康

　揮

大
久
保

　文

　直

大
志
田

　和

　彦（
新
）

大

　森

　紀
代
美

小

　川

　博

　敬

刈

　谷

　
　
　忠

菊

　池

　
　
　理（
新
）

朽

　木

　正

　彦

久
保
田

　
　
　博

熊

　谷

　
　
　久

熊

　谷

　嘉

　哉（
新
）

　 児

　玉

　義

　輝

後

　藤

　賢

　弘

今

　野

　紀

　子

齋

　藤

　昭

　彦（
新
）

佐

　藤

　匡

　仁

柴

　田

　一

　美

高

　橋

　
　
　修

千

　葉

　
　
　寛（
新
）

中

　上

　康

　治

藤

　原

　誠

　一

役
員・評
議
員
の
ご
紹
介

※

（
新
）は
こ
の
た
び
新
し
く
改
選
さ
れ
た
理
事・監
事
及
び

　評
議
員
で
す
。

理
事
及
び
監
事

千

　葉

　
　
　弘

評

　議

　員

顧

　
　
　問

※

五
十
音
順

講習会の打ち合わせの様子
より良い講習会のために、毎回、入念な打ち合
わせを行います。

ワークショップ「はらぺこあおむし」
子どもたちを絵本の世界に引き込みます。

当
事
業
団
は
、
様
々
な
種
別
の
施
設
を
運
営
し
、
専
門
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
員
の
役
割
や
業
務
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

　専
門
職
紹
介

シ
リ
ー
ズ

　専
門
職
紹
介

シ
リ
ー
ズ

　専
門
職
紹
介
〜
そ
の
役
割
と

　

 

業
務
内
容
〜
①

当
事
業
団
は
、
様
々
な
種
別
の
施
設
を
運
営
し
、
専
門
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
員
の
役
割
や
業
務
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

〜
そ
の
役
割
と

　

 

業
務
内
容
〜
①

『
手
話
通
訳
士
』っ
て
何
を
す
る
の
？

　
　
　
　
　

 

県
立
視
聴
覚
障
が
い
者
情
報
セ
ン
タ
ー

『
手
話
通
訳
士
』っ
て
何
を
す
る
の
？

　
　
　
　
　

 

県
立
視
聴
覚
障
が
い
者
情
報
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の「
や
っ
て
み
た
い
!
」を

　

  

引
き
出
す『
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
』

　
　
　
　
　
　
　

 

県
立
児
童
館
い
わ
て
子
ど
も
の
森

子
ど
も
の「
や
っ
て
み
た
い
!
」を

　

  

引
き
出
す『
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
』

　
　
　
　
　
　
　

 

県
立
児
童
館
い
わ
て
子
ど
も
の
森
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〈
広
く
快
適
な
住
環
境
〉

　
障
害
者
支
援
施
設
や
さ
わ
の
園（
花
巻
市
）

で
は
、1
年
余
り
の
改
築
工
事
を
経
て
今
年
3

月
に
新
園
舎
が
完
成
し
、3
月
21
日
に
引
っ
越

し
を
行
い
ま
し
た
。新
園
舎
は
、延
床
面
積
が

約
2,
8
5
0
㎡
で
、旧
園
舎
の
1・4
倍
で
す
。

　
住
環
境
の
面
で
は
、利
用
者
の
皆
様
の
居
室

（
写
真
④
）は
、1
人
当
た
り
11・6
㎡
と
旧
園

舎
の
1・7
倍
の
広
さ
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
は
ス
ペ
ー
ス
や
同
室
者
な
ど
の
関
係
か
ら

困
難
で
し
た
が
、居
室
内
に
利
用
者
ご
自
身
の

た
ん
す
や
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
の
家
具
を
置
い
た
り
、

テ
レ
ビ
を
取
り
付
け
る
方
も
い
ま
す
。ま
た
、

ほ
と
ん
ど
の
部
屋
が
個
室
と
な
って
お
り
、プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
環
境
と
な
って
い
ま
す
。

さ
ら
に
、県
産
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、冷
暖
房
か
ら
調
理
ま
で
オ
ー
ル
電
化
と

な
っ
た
こ
と
で
、快
適
で
安
全
な
住
環
境
と
な
っ

て
い
ま
す
。引
っ
越
し
た
当
初
は
、利
用
者
の
皆

様
も
職
員
も
、戸
惑
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

現
在
は
新
し
い
環
境
に
も
慣
れ
て
落
ち
着
い
た

生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

棟正面玄関
脇には県知事直筆の「定礎」の文字
ています。

所・廊下
木材をふんだんに使用しており、落
雰囲気となっています。

⑤浴室
　以前より格段に広くなっており、ユニット
バス（写真右）で個別対応も可能です。女
子の浴室には特殊浴槽も設置しています。

①スヌーズレンルーム
　バブルユニット（中央奥の円筒）、ウォー
ターベッド（手前左）をはじめ、五感に適度
な刺激を与える機器を備えています。

旧園舎旧園舎

公開
新・やさわの園新・やさわの園
　この春、念願の新園舎が完成したやさわの園。新旧
の設備を写真で比較しながら、紹介いたします。

公開

旧園舎旧園舎 旧園舎旧園舎

工事中の様子
（H24.6）

新園舎全景
（H25.4）

特別企画特別企画
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〈
短
期
入
所
専
用
室
も
〉

　
短
期
入
所
利
用
希
望
者
に
つ
い
て
、旧
園
舎

で
は
空
床
と
な
っ
た
場
合
に
限
っ
て
受
け
入
れ

て
い
ま
し
た
が
、新
た
に
定
員
4
名
分
の
専
用

の
部
屋
を
整
備
し
、常
時
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。5
月
の
連
休
に
は
一

度
に
3
名
の
利
用
希
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、希

望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
更

に
、在
宅
障
が
い
児
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、地
域
福
祉
の
拠

点
の
機
能
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、浴
室
や
調
理
設
備
も
整
っ
た
、宿
泊

体
験
専
用
の
部
屋
も
新
た
に
整
備
し
ま
し

た
。地
域
移
行
に
向
け
た
生
活
体
験
や
、普
段

の
園
生
活
で
は
体
験
で
き
な
い
活
動
な
ど
、充

実
し
た
支
援
が
提
供
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

〈
施
設
機
能
の
地
域
提
供
〉

　
光
や
音
、感
触
、香
り
な
ど
の
刺
激
を
感
じ
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、楽
し
め
る
活
動
を
行
う
た
め
の

ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム（
写
真
①
）も
併
せ
て
整

備
し
、当
園
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、在
宅
障
が

い
者
の
方
々
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
多
目
的
室
の
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル（
写
真
⑧
）

は
、完
成
記
念
式
典
の
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
元
中
学
校
な
ど
と
の
交
流

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て
、す
で
に
使

用
し
て
い
ま
す
が
、地
域
の
方
か
ら
も
様
々
な

会
合
な
ど
に
使
い
た
い
と
の
要
望
も
出
て
お

り
、地
域
住
民
へ
広
く
開
放
し
、施
設
機
能
の

地
域
提
供
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　副
園
長
兼
庶
務
係
長

　佐
藤

　政
芳

完成記念式典 テープカットの様子

④居室（一人部屋）
　以前の1.7倍の広さの個室で、家具も置
けます。

③多目的トイレ
　通常のトイレの他に、オストメイト対応の
多目的トイレを設置しており、誰にでも優
しい設計となっています。

②管理棟
　玄関脇
が刻まれ

⑧ひだまりホール
　交流行事やイベントに使用するほか、毎
朝の集会もここで行います。

⑦食堂
　日の光が入り明るい食堂。奥には厨房が
あり、作りたての食事がすぐ提供されてい
ます。

⑥洗面所
　県産木
ち着いた

旧園舎 旧園舎旧園舎 旧園舎

旧園舎 旧園舎旧園舎 旧園舎
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　障
害
者
支
援
施
設
さ
く

ら
の
自
慢
は
、
音
楽
活
動
を

た
く
さ
ん
取
り
入
れ
て
い
る

日
中
活
動
で
す
。さ
く
ら
を

利
用
す
る
皆
さ
ん
は
、
歌
や

音
楽
が
好
き
な
方
が
多
く
、

活
動
に
は
大
正
琴
や
カ
ラ
オ

ケ
、
音
楽
体
操
等
、
音
楽
に

関
係
す
る
も
の
を
多
く
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
大
正

琴
を
使
っ
た
活
動
、カ
ラ
オ
ケ

は
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　大
正
琴
は
、十
数
年
前
の

旧
早
池
峰
寮
時
代
に
取
り
組

ま
れ
、し
ば
ら
く
の
間
押
し

入
れ
の
奥
で
眠
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
、

数
年
振
り
に
蘇
り
ま
し
た
。「
難
し
い
け
れ

ど
も
、続
け
て
弾
け
る
と
嬉
し
い
」「
良
い

音
が
し
て
、
楽
し
い
」と
、
皆
さ
ん
楽
し
み

な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
毎
回
時
間
を
忘
れ
大

盛
り
上
が
り
。で
も
、紳
士
淑
女
の
さ
く
ら

の
皆
さ
ん
は
、決
し
て
マ
イ
ク
の
奪
い
合
い
な

ど
は
し
ま
せ
ん
。順
番
を
待
ち
、歌
い
終
わ
っ

た
方
に
は
拍
手
を
忘
れ
ず
、時
間
いっ
ぱ
い

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　現
在
さ
く
ら
は
、日
中
活
動
事
業
所
移

行
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
す
。利

用
者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊

重
し
、
安
全
・
安
心
で
楽
し
く
張
り
の
あ

る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
様
々
な
活
動
メ

ニュ
ー
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

主
任
生
活
支
援
員

　白
畑
由
貴
子

　八
幡
平
市
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー「
ふ
ら
っ
と
」の

自
慢
は
、こ
の
作
品
展
示
ス

ペ
ー
ス
で
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ

る
方
々
に
は
、
芸
術
や
創
作

に
造
詣
の
深
い
方
が
多
く
、

絵
画
や
織
物
、切
り
絵
、ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
e
t
c
…

　

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い

に
作
品
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　完
成
し
た
作
品
は
、近
隣

福
祉
施
設
の
生
産
物
等
と
一

緒
に
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
飾
り
、

道
行
く
地
域
住
民
の
方
々
等

の
眼
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

共
同
生
活
事
業
所
「
八
幡
平
」
副
所
長

　田
中

　茂
樹

真剣そのもの！
いつの日か、演奏会を？

マイクを握り、
画面に向かって熱唱！

絵画制作に没頭する
利用者さんの様子です。

たくさんの作品と生産物で
展示スペースはにぎやかです。

シリーズ

わたしたちの自慢
vol.1

わたしたちの自慢
vol.1

わたしたちの自慢
vol.1

各事業所の「ここが自慢 !」と
いうことを取り上げ、

3回にわたって掲載します。

各事業所の「ここが自慢 !」と
いうことを取り上げ、

3回にわたって掲載します。

旧ま ら

★音楽がいっぱいの活動メニュー★
障害者支援施設さくら（一戸町）

★音楽がいっぱいの活動メニュー★
障害者支援施設さくら（一戸町）

福緒道 援

★作品展示スペース★★作品展示スペース★
八幡平市地域活動支援センターふらっと（八幡平市）八幡平市地域活動支援センターふらっと（八幡平市）

　岩
手
町
に
あ
り
ま
す
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー「
ひ
こ
う
せ
ん
」の
自
慢
は
、豊
富
な

活
動
メ
ニュ
ー
で
す
。中
で
も
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
好
評
な
の
が
、調
理
実
習
と
外
出
で
す
。

　調
理
実
習
の一押
し
メ
ニュ
ー
は
、ド
ー
ナ
ツ

で
す
。お
い
し
い
ド
ー
ナ
ツ
を
皆
で
作
っ
て
食

べ
、お
腹
も
心
も
満
足
で
す
。

　5
月
の
外
出
は
、
小
岩
井

農
場
へ
花
見
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
天
候
が
不
安
定

だ
っ
た
た
め
か
、咲
き
具
合
は

い
ま
い
ち
で
し
た
が
、近
く
で

花
を
見
て
、
桜
の
木
の
下
で

ジ
ュ
ー
ス
も
飲
み
、皆
さ
ん
楽

し
め
た
様
子
で
し
た
。

生
活
支
援
員

　鈴
木

　真
実桜は七部咲きでも笑顔は満開です！

できたてのドーナツは
おいしいな～！

べ

腹

心
農た

★豊富な活動メニュー★★豊富な活動メニュー★
地域生活支援センターひこうせん（岩手町）地域生活支援センターひこうせん（岩手町）
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被災者等自立支援事業「絆」（宮古市）被災者等自立支援事業「絆」（宮古市）

　岩
手
県
被
災
者
等
自
立

支
援
事
業
は
平
成
23
年
3

月
11
日
に
発
生
し
た
、
東

日
本
大
震
災
津
波
に
よ
り
、

応
急
仮
設
住
宅
、み
な
し

仮
設
住
宅
及
び
自
宅
等
で

支
援
が
無
け
れ
ば
路
上
生

活
や
孤
立
の
恐
れ
の
あ
る

生
活
困
難
者
に
対
し
て
、

自
立
支
援
の
観
点
か
ら
総

合
相
談
、
居
場
所
の
確
保

等
を
行
い
、
地
域
社
会
で

自
立
し
安
定
し
た
生
活
を

営
め
る
よ
う
支
援
す
る
も

の
で
す
。陸
前
高
田
市
か
ら

洋
野
町
ま
で
の
沿
岸
被
災

地
全
域
を
対
象
と
し
て
、

平
成
23
年
10
月
か
ら
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

　平
成
24
年
度
の
実
績
は
、

緊
急
一
時
保
護
15
件
で
、松

山
荘
の
自
立
支
援
室
を
利

用
し
て
の
保
護
延
べ
宿
泊

数
は
3
8
8
日
で
し
た
。

保
護
に
至
る
主
な
原
因
は

ホ
ー
ム
レ
ス
、

仮
設
住
宅
内

の
ト
ラ
ブ
ル
、

金
銭
的
困
窮

等
で
す
。

　ま
た
、
総
合

相
談
の
受
付
は

32
件
と
な
っ
て

お
り
、相
談
内

訳
は
金
銭
的

困
窮
、D
V
被
害
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

緊
急
一
時
保
護
と
並
行
し
て
、稼
働
年
齢
に
あ

る
方
は
、宮
古
公
共
職
業
安
定
所
・
ハロ
ー
ワ
ー

ク
に
同
行
し
求
職
登
録
等
の
就
労
支
援
を
行
い

ま
し
た
。こ
の
成
果
と
し
て
4
名
の
方
が
就
職

す
る
こ
と
が
で
き
、現
在
で
は
自
立
し
た
生
活

を
送
って
い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
2
年
が
経
過

し
ま
し
た
。宮
古
市
内
の
瓦
礫
も
撤
去
さ
れ
町

並
み
は
幾
分
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
が
、未
だ

復
興
は
道
半
ば
と
いっ
た
と
こ
ろ
で
す
。自
宅
の

自
力
再
建
も
進
む
な
か
、将
来
の
先
行
き
が
見

え
な
い
ま
ま
の
方
々
か
ら
の
相
談
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、被
災
地
は
新
た
な
段

階
に
入
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。　新

た
な
段
階
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、よ

り
丁
寧
な
対
応
を
心
し
、真
摯
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
山
荘
　
岩
手
県
被
災
者
等
自
立
支
援
事
業
担
当
　

地
域
福
祉
主
査
　
中
村
　
　
明

　4
月
26
日
、
平
成
24
年
度
業
務
改
善
活

動
表
彰
式
を
行
い
、入
賞
施
設
に
対
し
て
、

理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
報
奨
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　平
成
24
年
度
の
業
務
改
善
活
動
は
、
21

施
設
で
取
り
組
ま
れ
、
39
テ
ー
マ
の
活
動
報

告
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
療
育
セ
ン
タ
ー
育

成
部
の
取
り
組
み
は
、利
用
者
数
の
増
加
に

よ
り
、入
浴
支
援
が
時
間
通
り
に
進
ま
ず
、

午
後
の
活
動
の
遅
れ
に
繋
が
っ
て
い
た
た
め
、

改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
し
た
。

結
果
と
し
て
、遅
れ
が
改
善
さ
れ
た
ば
か
り

で
は
な
く
、安
全
で
効
率
的
な
支
援
が
で
き

る
よ
う
に
、各
種
マニュア
ル
の
整
備
、設
備
の

改
善
な
ど
、多
岐
に
渡
っ
て
取
り
組
み
が
行

わ
れ
、全
般
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
が
っ
た
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

　全
体
の
取
り
組
み
結
果
を
見
る
と
、す
ぐ

に
効
果
が
表
れ
た
活
動
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
意
識
啓
発
等
に
つ
な
が
る

活
動
な
ど
、様
々
な
工
夫
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
業
務
改
善
活
動
を
一
時
的
な
取
り
組
み

と
し
て
で
は
な
く
、
継
続
し
て
取
り
組
み
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

事
務
局
　
主
事
　
山
崎
　
竜
史

●
最
優
秀
賞

　〇
療
育
セ
ン
タ
ー 

育
成
部

　
　「入
浴
日
の
午
後
の
活
動
の
充
実
を
図
る
」

●
優
秀
賞

　〇
和
光
学
園

　
　「防
災
マニュア
ル
整
備
」

　〇
つつ
じ

　
　食
事
環
境
イ
メ
チ
ェ
ン
『
ソ
フ
ト
&

　
　ウ
ォ
ー
ム
』
改
善

●
優
良
賞

　〇
松
山
荘

　
　「栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
生
か
し
て

　
　B
M
I
25
以
下
を
目
指
そ
う
」

　〇
視
聴
覚
障
が
い
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　「視
覚
障
が
い
者
・
読
書
障
が
い
者
の

　
　施
設
利
用
拡
大
」

平
成
24
年
度

  

業
務
改
善
活
動
表
彰
式

平
成
24
年
度

  

業
務
改
善
活
動
表
彰
式

仮設住宅

「絆」事務所内の様子

東日本大震災から2年が経ち、被災地にも様々な変化が。今回は被災地で活動している事業所を紹介します。東日本大震災から2年が経ち、被災地にも様々な変化が。今回は被災地で活動している事業所を紹介します。

被災者等自立支援事業「絆」（宮古市）

入
賞
施
設

表彰式の様子
最優秀賞の表彰を受ける療育センター嶋田所長（中央）
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和光学園
児童指導員

小笠原　　　崇
お がさわら たかし

たばしね学園
児童指導員

菊　池　春　香
きく ち はる か

松風園
生活支援員

長　澤　俊　介
なが さわ しゅん すけ

中山の園
管理センター
主事

瀬　川　　　円
せ がわ まどか

りんどう
生活支援員

志　田　笑　子
し だ えみ こ

やさわの園
生活支援員

伊　藤　好　宏
い とう よし ひろ

つつじ
生活支援員

髙　橋　恵　理
たか はし え り

かたくり
生活支援員

三　河　勝　則
みか わ かつ のり

療育センター
看護師

佐々木　千賀子
さ さ き ち こか

療育センター
看護師

佐　藤　くみ子
さ とう こ

療育センター
生活支援員

太　駄　由　貴
おお た ゆ き

療育センター
臨床心理士

東　野　美智恵
ひがし の み ち え

療育センター
看護師

齋　藤　由　希
さい とう ゆ き

療育センター
看護師

田　代　知　穂
た しろ ち ほ

療育センター
臨床工学技士

熊　谷　美香子
くま がい み か こ

療育センター
相談支援員

小野寺　汐　美
お の でら しお み

視聴覚障がい者
情報センター
情報支援員

齋　藤　智　子
さい とう とも こ

療育センター
歯科衛生士

松　坂　直　江
まつ ざか なお え

療育センター
相談支援員兼
言語聴覚士

三　浦　道　繋
み うら みち しげ

みたけ学園
保育士

菅　原　幸　光
すが わら ゆき みつ

好地荘
生活指導員

山　形　雪　子
やま がた ゆき こ

たばしね学園
児童指導員

鈴　木　貴　大
すず き たか ひろ

平成25年4月1日付けで採用となった
新採用職員22人を紹介します。

平成25年度

新 採用職員紹介新採用職員紹介新採用職員紹介


